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荻野 和彦 (京大 ･戯)
下北半島のブナ･ヒパ林がニホンザルの生息環暁とし
て,どのような植生構造をもち,そこでなされる森林地
文がどのような影響を与えるのかをあさらかにするた
め.前年にひきつぎき調査をおこなった｡
調査地域は下北郡大畑町,大間町,佐井村にまたが
る｡前年度に設定した6コの永久調査プロットにつけ加
え,あらたに2コのプロットを設けた｡合計8コのプロ
ットはブナ択伐,漸伐施米区,ヒバ択伐施業区および鰯
施米区から選びだされたもので,プロット内の仝立木の
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